
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
川
崎
市
か
ら
移
住
さ

れ
た
方
で
、
雪
片
付
け
が
大

変
な
の
で
、
す
ぐ
に
飯
山
を
出

て
い
く
の
で
は
と
心
配
し
て
い

た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
そ
の
方
は
全
国
を
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
で
周
り
、
随
筆
を

書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で

し
た
が
、
春
先
訪
ね
て
こ
ら
れ

た
時
「
長
野
県
を
南
か
ら
北
上

し
て
く
る
と
、
こ
こ
の
タ
ン
ポ

ポ
の
黄
色
が
一
番
き
れ
い
な
黄

色
だ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
タ

ン
ポ
ポ
の
黄
色
を
比
べ
た
こ
と

な
ど
無
い
私
に
と
っ
て
、
何
を

言
わ
れ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
方
は
「
雪

が
と
け
草
花
が
春
を
感
じ
た
と

き
一
気
に
芽
吹
き
を
す
る
か
ら

だ
。
こ
の
美
し
さ
が
あ
る
か
ら

雪
深
い
こ
の
地
へ
の
移
住
を
決

め
た
ん
だ
」
と
話
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

今
、
飯
山
に
多
く
の
方
々
が

移
住
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
方
々
は
地
域
の
す
ば
ら
し

さ
を
い
く
つ
も
語
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
話
は
飯
山
の

地
に
長
く
住
み
慣
れ
た
私
た
ち

に
改
め
て
故
郷
を
見
つ
め
直
す

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
自
信
と
誇
り
を
も

与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
し
、
そ
の
方
と
建
物
の
話
を

し
て
い
る
と
、
自
然
と
私
に
も

イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
上
が
っ
て
き

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今

は
メ
ー
ル
の
時
代
で
す
が
当
時

は
宅
急
便
が
出
始
め
た
こ
ろ
で

す
。
こ
ち
ら
で
創
作
活
動
を
し

て
宅
急
便
で
東
京
に
送
れ
ば
良

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
は
本
格
的
に
住
宅
兼
振

り
付
け
の
創
作
所
の
設
計
を
始

め
た
秋
の
こ
と
で
し
た
。
ま
だ

設
計
の
段
階
で
し
た
が
、
朝
早

く
私
に
現
地
に
来
て
く
れ
と
の

話
。
何
が
あ
っ
た
の
か
と
急
い

で
行
っ
た
時
に
聞
い
た
話
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
「
家

は
霧
に
包
ま
れ
、
霧
の
向
こ

う
に
は
う
っ
す
ら
と
分
る
千
曲

川
、
そ
の
向
こ
う
に
は
青
空
の

下
に
高
社
山
。
こ
の
風
景
こ
そ

が
能
の
振
り
付
け
の
イ
メ
ー
ジ

が
湧
く
景
色
な
ん
だ
」
と
言
わ

れ
、「
ま
さ
に
今
、
上
杉
謙
信

と
武
田
信
玄
の
川
中
島
合
戦
が

始
ま
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
湧

く
で
し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。
こ

の
よ
う
な
話
を
聞
き
、
自
分
た

ち
の
住
む
地
域
を
改
め
て
見
つ

め
直
し
て
設
計
に
向
っ
た
こ
と

 　

私
は
30
年
程
前
、
家
業
を
継

ぐ
た
め
に
飯
山
に
戻
り
ま
し

た
。
今
で
は
市
役
所
に
も
移
住

定
住
推
進
課
が
で
き
、
移
住
者

か
ら
の
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す

が
、
私
が
戻
っ
て
間
も
な
い
頃

は
そ
れ
も
な
く
、
地
域
に
40
年

程
前
に
土
地
を
購
入
し
た
方
が

直
接
私
共
の
会
社
を
訪
ね
て
来

ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
あ
ん
な

山
の
中
を
買
っ
て
ど
う
す
る
の

か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
そ
こ
に
家
を
建
て
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
方
は

当
時
、
青
梅
市
在
住
で
、
能
の

振
付
師
を
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

に
能
の
振
り
付
け
の
創
作
を
す

る
た
め
の
家
を
作
り
た
い
と
の

注
文
で
し
た
。
周
り
に
畑
は
あ

り
ま
す
が
、
敷
地
は
雑
木
林
。

我
々
の
民
家
か
ら
は
少
し
離
れ

た
と
こ
ろ
で
能
の
振
り
付
け

の
創
作
？
と
思
い
ま
し
た
。
し

飯山雪国大学 平和講演会

NHKドラマ

「どこにもない国」
と旧満州にのこされた人々
講師 ： 中村 高志 氏 （NHKエンタープライズ）

2019年 7月６日（土）
開場13：00 ～
開演13：30 ～

飯山市文化交流館なちゅら
　飯山市富倉地区出身である丸山邦雄氏がモデルとなったＮＨＫドラマ「どこにもない国」。このドラマの製作統括を
したＮＨＫエンタープライズの中村高志氏に、旧満州からの引き上げをドラマ化した理由、制作の舞台裏についてご講
演いただきます。※講演中に「どこにもない国」後編が上映されます。（問合せ先：飯山市公民館　☎ 62-3342）

第1回 「簡単！時短でおいしい料理教室」講師 : 木原喜美子 先生（元戸狩温泉民宿女将） 7/23
第 2回 「やさしいママビクス！」講師 : 湯本真貴子 先生（エアロビクスインストラクター） 8/27
第 3回 「やさしいママヨガ教室」講師 : 丸山美佳 先生（ヨガインストラクター） 9/10
第 4回 「気分はミニコンサート♪」講師 :山﨑浩 先生（清泉女学院短期大学教授） 10/8
第 5回 「クリスマスリースづくり」講師 : 丸山慎一郎 先生（クリスマスリースインストラクター） 11/12
第 6回 「ふわふわラベンダーボール」講師 : 滝沢佳子先生（羊毛フェルトインストラクター） 12/3

お子様を預けてお母さんは教養を深めリフレッシュすることを目的とした講座です。

・会場 飯山市公民館　※託児会場は女性センター未来
・時間 午前10時～11時45分（第4回のみ9時30分～11時）
・参加費 無料　※第１回、第 5回、第６回は各回材料費 300円
・託児 希望者は事前申し込み　おやつ代 200円（全６回分）
・定員 40 名
・申込み先 飯山市公民館　☎ 62-3342　（締切り 7月 12日）
 ※申し込みはメールでも可（ＱＲコードから送れます）

子育てセミナー 参加者募集！

　

今
年
度
よ
り
、
社
会
教
育
委

員
と
公
民
館
運
営
審
議
委
員
を

兼
務
す
る
体
制
と
な
り
、
５
月
９

日
、
飯
山
市
公
民
館
で
、
社
会
教

育
委
員
会
・
公
民
館
運
営
審
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
委
員
と
公
民
館
運

営
審
議
委
員
を
兼
務
す
る
体
制

と
な
っ
た
経
過
と
し
て
、
区
長
協

議
会
よ
り
地
区
推
薦
を
減
ら
し
、

地
区
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
要
望

が
あ
っ
た
中
、
地
区
推
薦
の
委
員

が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
公
民
館

運
営
審
議
委
員
と
、
社
会
教
育

委
員
を
兼
務
す
る
こ
と
で
地
区
の

負
担
軽
減
と
、
社
会
教
育
の
充
実

を
は
か
る
事
が
検
討
さ
れ
本
年
よ

り
、
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
今
年
度
の
主
な

事
業
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
持
た
れ
、
各
委
員
会
の
代
表
・

会
長
と
し
て
藤
田
波
留
美
さ
ん
、

職
務
代
理
・
副
会
長
と
し
て
森
崎

鉄
兵
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
社
会
教
育
委
員

兼
公
民
館
運
営
審
議
委
員
】

代
表 

藤
田
波
留
美

職
務
代
理 

森
崎
鉄
兵

委
員 

中
沢
裕
子

〝

　 
小
野
沢 

清
登

〝

　 
丸
山

明
美

〝

　 

武
田

誠
〝

　 

藤
木

義
博

 
 

（
敬
称
略
）

※
公
民
館
館
運
営
審
議
委
員

は
代
表
が
会
長
、
職
務
代
理

が
副
会
長
と
な
り
ま
す
。
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岡山公民館 ☎ 69-2010
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飯山の文化財

24

カモ科オシドリ属に分類される
鳥。飯山市の鳥に選定されてい
る。日本各地に生息している
漂鳥で、オスは美しく鮮やか。
「オシドリ夫婦」といわれるよ
うに、つがいの仲がよい鳥とし
て知られている。（写真は小菅
で見つけたオス）

飯山の文化財　オシドリ

令和元年（2019）　6月15日発行
発行・編集：市民学習支援課

㈲
江
口
建
設
　
江
口
信
行

飯
山
故
郷
を
考
え
る

マイ　★★
オピニオン
意見・私見 地

域
の
負
担
軽
減
と

社
会
教
育
の
充
実

社
会
教
育
委
員
会
・
公
民
館
運
営
審
議
委
員
会 

開
催



　今年度、長野県芸術監督団の串田和美監督と県内各地域の実行委員会が協働して『月夜
のファウスト』を上演する「トランクシアター・プロジェクト」が始まりました。北は飯山、
南は飯田まで県内 12 か所をトランク片手に駆け巡り、各地域の実行委員会と一緒にその
場に「劇場」を作り上げていくというプロジェクトで、飯山では 10 月 18 日に上演が予
定されています。公演のご案内は改めて紙面でお知らせします。
　この演劇公演に先がけて、な
ちゅらでは『朗読で「ファウスト」
を楽しむ会』を計画しています。
大昔からドイツで語り継がれて
いるファウスト伝説を声に出し
て読んでみようという企画です。
興味のある方は気軽にご参加く
ださい。

◆航行区間 ： 飯山カヌーポートから柏尾カヌーポートまで
◆参加資格 ： 安全を考慮した手作りいかだ（カヌーも可）で参加できる

小学生以上の人ただし、高校生以下は保護者またはこれに
代わる人の同伴が必要です。

◆参加費 ： 大人 1,500 円　高校生以下 500円
◆持ち物 ： 救助用ロープ２０ｍ（新品で丈夫なもの）、いかだを操舵できる

道具（オール、スコップなど最低2本、竹竿は不可）。タオル、
着替え、履物は靴など濡れてもよいもの。絆創膏、消毒液など
いかだ上でケガの応急処置ができるもの。

◆申込締切 ： 7月 5日（金）午後5時までに参加費を添えて申込ください。
◆申込先 ： 秋津公民館　☎ 62-2330
◆その他 ： 天候や水位により中止することもありますが、参加費は返

金しません。

第23回「千曲川・川遊び」とんぼの里活性化委員会主催 日

◆行程 ： 上新田→富倉峠・大将陣→関谷
◆時間 ： 9:00 ～ 14:00
◆持ち物 ： とん汁用お椀、箸、昼食、飲物、タオル、雨具、
  熊よけ鈴、登山に適した服装・靴
◆その他 ： 小学以下の場合は保護者同伴でお願いします。
◆申込締切 ： 7 月 16日（火）まで
◆申込先 ： 飯山市公民館　☎ 62-3342
  ※柳原地区の方は柳原公民館　☎ 62-5562 

　飯山と越後をむすんだ塩の道、そして謙信公も行軍路として通っ
たと言われる『富倉峠道』を登山しながら学習しよう！

富倉峠ウォーキング 柳原公民館＆
飯山市公民館共催 7/28 日 飯山市公民館 （集合8:30）

柳原公民館 （集合8:45）

　小学生のみなさん、毎月第一土曜はふるさと館へ！昔の遊
びや縄文体験にチャレンジしてみよう！地域の達人・先輩た
ちがやさしく教えてくれるよ！詳しくは、学校経由で配布の
チラシや毎月の市報に掲載する情報をチェックしてみてね。

開催期間 ：6月29日（土）～9月1日（日）まで

お問合せ・申込先　飯山市ふるさと館　☎67-2030

開催日 ： 毎月第一土曜日 午前10 時 ～11 時 30 分
場所 ： ふるさと館体験室
対象 ： 市内小学生 20 名（保護者の付き添いも可）
参加費 ： 各回 200 円～300 円
その他 ： ひとり何回でも参加できます。希望の回に
  参加ください。

ふるさと館マンスリースクール

 参加費：無料 / 申込締切：7月3日（水）
7月6日（土）第3回「がりがり竹とんぼ」

7/28 スタート 飯山カヌーポート
（集合７：３０）

市民ギャラリー
展示作品の紹介

　公民館より図書館へ続く通路にあるガラスケース内
の展示作品について紹介します。
　活動団体、クラフトコスモスさんのエコクラフト
テープで制作したバックやかごなどを展示していま
す。7月 6日まで展示しています。ぜひご覧ください。

入館無料のお知らせ
7 月 6日 ( 土 )　「伝統工芸士展」
7月 7 日 ( 日 )　「第１回 飯山仏壇体験フェスタ」 
の開催に伴い両日共に入館無料です。

朗読で「ファウスト」を楽しむ会

トランクシアター・プロジェクト２０１９『月夜のファウスト』公演 関連事業

　

　11月 24 日（日）に開催予定の飯山音楽祭で、「土の歌」
全曲をプロピアニストと共演していただける公募市民合
唱団員を募集しています。

【参加資格】 ①中学生以上の市民および市内に在勤、通学
の方。

②11月23日（土）のリハーサルと、24日（日）
本番に参加できる方で、6月１０日（月）
より開始予定の練習に参加できる方。

【練習会場】 飯山市文化交流館なちゅらほか
【練 習 日】 6 月 10日～
【練習時間】 午後７時～９時３０分
【参 加 費】 一般 5,000 円、中・高校生 3,000 円
【合唱指導】 山﨑　浩 (清泉女学院短期大学教授）
【応募方法】 参加申込書を飯山市文化交流館なちゅらに提

出してください。（参加申込書は飯山市文化
交流館、飯山市公民館にあります）

  ※現在募集中、定員になり次第締め切りとな
ります。

　音楽祭の運営をお手伝いしていただけるしていただけ
るボランティアスタッフも募集しています。
【問 合 先】飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311

飯山音楽祭合唱団員
運営スタッフ募集

運営スタッフも同時募集

ふるさと館企画展

「善光寺地震から考える」

開催日 ： ６月２９日（土）～全７回
時間 ： 午後１時３０分～３時 30 分
会場 ： 飯山市文化交流館 なちゅら
教材費 ： 500 円（台本代）
お問合せ ： 飯山市文化交流館 なちゅら
  ☎ 67-0311
※詳しくは各地区公民館、飯山市文化交流館に置か
れている案内チラシをご覧ください。

　飯山市ふるさと館の開館時間が、７月２日（火）から下記のとおり変更となります。 
今後とも多くの皆様のご来館をおまちしております。 
変更前：午前９時～午後６時（入館５時３０分）⇒ 変更後：午前９時～午後５時

ふるさと館閉館時間
変更のお知らせ
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ふるさと館企画展
トランクシアター・プロジェクト２０１９『月夜のファウスト』公演 関連事業

「月夜のファウスト」
脚本・演出・出演：串田和美



土
人
形
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
回
初
め
て
ゾ
ウ
や

イ
ル
カ
の
形
を
し
た
木
製
時
計
の

製
作
に
挑
戦
し
、
文
字
盤
の
数
字

を
書
き
入
れ
る
の
に
苦
労
し
た
り

し
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
完
成
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

◇
第
10
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

地
区
住
民
の
健
康
と
親
睦
を
目
的

に
、
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
時　
７
月
７
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
開
会
式

・
場
所　

木
島
河
川
公
園

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

・
問
合
先　

木
島
公
民
館

☎
62
０
５
５
５

※
元
号
改
正
記
念
大
会
に
つ
き
、

 

ホ
ー
ル
数
が
36
に
増
え
て
い
ま

す
。

瑞

穂

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ン
北
竜
湖

　

５
月
12
日
、
快
晴
の
こ
の
日
、

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ン
北
竜
湖
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
消
防
の
観
閲
式
と
重
複

日
程
で
あ
っ
た
為
、
若
干
人
数
が

少
な
め
で
し
た
が
、
女
性
の
方
に

多
く
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小

菅
地
区
講
堂
前
広
場
で
、
準
備
体

操
と
諸
注
意
事
項
を
聞
い
た
後
、

旧
道
を
通
り
北
竜
湖
へ
。
一
周
す

る
前
に
、
弁
天
島
で
小
休
止
。
息

を
整
え
て
か
ら
ボ
ー
ト
乗
り
場
ま

組
ん
で
い
ま
す
。
当
日
は
30
名
の

参
加
が
あ
り
朝
６
時
よ
り
３
８
０

ｍ
を
約
２
時
間
か
け
塗
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 

◇
運
動
会
・
綱
引
き
大
会

　

秋
津
公
民
館
主
催

・
日
時　
６
月
30
日
㈰午

前
９
時
〜 

・
場
所　

秋
津
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
問
合
先　

秋
津
公
民
館

☎
62
２
３
３
０

木

島

◇
創
作
体
験
学
習
会

　

５
月
12
日
㈰
木
島
公
民
館
に

お
い
て
、
中
野
市
の
日
本
土
人
形

資
料
館
職
員
の
指
導
に
よ
る
土
人

形
絵
付
け
体
験
を
行
い
、
40
人
を

超
え
る
参
加
者
は
鮮
や
か
な
色
の

・
場
所　

長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

・
申
込
方
法　

字
町
公
民
館
か
ら

チ
ラ
シ
を
隣
組
回
覧
し
ま
す

・
申
込
締
切　
６
月
21
日
㈮
ま
で

・
問
合
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

秋

津

◇
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
塗
装
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

　

５
月
25
日
に
小
学
校
通
学
路

の
グ
リ
ー
ベ
ル
ト
ン
塗
装
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
当
路
線
は
旧
国

道
で
交
通
量
の
多
い
重
要
な
通
学

路
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
や
お

年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

う
と
、
区
長
会
を
中
心
に
平
成
29

年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
り

飯

山

◇
飯
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

　
６
月
２
日
、
早
朝
か
ら
市
内
２

会
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
12
字
町
、

15
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝 

上
倉
Ａ　

準
優
勝 

上
町

第
３
位 

新
町
Ａ

第
３
位 

新
町
Ｂ

◇
飯
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

・
日
時　
７
月
７
日
㈰午

後
１
時
〜 

で
も
う
一
歩
き
し
て
、
給
水
と
お

や
つ
タ
イ
ム
を
取
り
ま
し
た
。
菜

の
花
ま
つ
り
か
ら
一
週
間
た
っ
て

も
、
北
竜
湖
で
は
、
菜
の
花
が
真

っ
盛
り
！
。
戸
狩
民
宿
の
カ
ヌ
ー

教
室
や
、
野
沢
温
泉
菜
の
花
パ
ノ

ラ
マ
マ
ー
チ
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ

う
北
竜
湖
を
一
周
し
た
後
、
小
菅

遊
歩
道
の
用
水
路
脇
を
通
っ
て
奥

社
へ
の
参
道
へ
出
て
、
出
発
点
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

知
ら
な
か
っ
た
道
を
ま
た
一
つ
覚

え
て
、
運
動
不
足
の
筋
肉
に
疲
労

感
を
覚
え
て
解
散
し
ま
し
た
。

柳

原

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会

・
日
時　
７
月
７
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜

・
会
場　

飯
山
市
屋
内
運
動
場
・

長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場

問
合
先　

柳
原
公
民
館　

☎
62
５
５
６
２

富

倉

◇
趣
味
の
ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

趣
味
で
作
っ
た
作
品
や
集
め
た

自
慢
品
な
ど
の 

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ

ー
を
富
倉
公
民
館
内
に
設
置
し
ま

し
た
。

　

今
月
は
仲
條
早
苗
さ
ん（
中
谷
）

の
陶
人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
見
学
料
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
只
今
第
２
弾
・
３
弾
の

展
示
品
を
募
集
中
で
す
。　

・
問
合
先　

富
倉
公
民
館

☎
67
２
１
３
６

外

様

◇
外
様
公
民
館
長
杯
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
球
技
大
会
結
果

　
５
月
26
日
、
恒
例
の
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
球
技
大
会
を
長
峰
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
５
月

と
し
て
は
異
例
の
暑
さ
の
中
、
参

加
さ
れ
た
31
人
の
皆
さ
ん
は
そ
れ

ぞ
れ
の
腕
前
を
存
分
に
発
揮
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
男
性
の
部
】

優
勝 

清
水 

紀
一（
法
寺
）

準
優
勝 

足
立 

清
志
（
顔
戸
）

第
３
位 

荻
原 

源
造（
中
曽
根
）

女
性
の
部

優
勝 

栗
岩 

輝
子
（
顔
戸
）

準
優
勝 

足
立 

て
い
（
顔
戸
）

第
３
位 

峰
村 

フ
ミ
子（
法
寺
）

常

盤

◇
第
13
回
常
盤
地
区
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会
開
催

　

５
月
19
日
、
常
盤
保
育
園
周

辺
コ
ー
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
39
名
の
子
ど
も
た
ち
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
風
が
強
く
ス
タ
ー
ト
時

刻
の
９
時
に
は
暑
さ
も
増
し
て
い

ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
で
は
、
汗
だ

く
で
顔
を
真
っ
赤
に
し
た
選
手
が

元
気
に
テ
ー
プ
を
切
っ
て
く
れ
ま

し
た
！

　

参
加
い
た
だ
い
た
選
手
・
役
員

の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。

◇
第
39
回
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
発

表
会

・
日
時　
６
月
30
日
㈰

午
後
２
時
開
演
予
定

・
場
所　

常
盤
公
民
館

　

今
年
も
合
唱
、
演
劇
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
、
詩
舞
、
詩
吟
、
大
正
琴
な

ど
、
常
盤
地
区
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
成

果
と
、
常
盤
小
学
校
児
童
の
皆
さ

ん
の
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ル
ド
ハ
ー
モ
ニ
カ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
ス
２
年
連

続
優
勝
者
『
あ
ら
い
な
お
こ
』
さ

ん
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
特
別
出

演
）
と
し
て
出
演
く
だ
さ
い 

ま
す
。

是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い

太

田

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
始
ま
り
ま
し
た

・
日
時　

毎
週
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜

　
８
月
末
ま
で
戸
狩
小
学
校
で
行

い
ま
す
。
参
加
受
付
は
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
各
自
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
ま
す
。

・
問
合
先　

太
田
公
民
館　

☎
65
４
５
７
９

岡

山

◇
岡
山
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

５
月
26
日
岡
山
地
区
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
晴
天
の
中
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
飯
水
岳
北
交
通
安
全

協
会
岡
山
支
部
も
共
催
し
て
の
開

催
と
な
り
、
参
加
チ
ー
ム
は
10
チ

ー
ム
、
総
勢
60
人
近
い
選
手
が
激

闘
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

桑
名
川
の
な
か
よ
し
公
園
で
は
、

急
遽
熱
中
症
対
策
で
競
技
内
容

を
変
更
し
ま
し
た
が
和
気
あ
い
あ

い
と
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果　
　

優
勝　
　

白
山
（
桑
名
川
）

準
優
勝　
な
か
よ
し
（
桑
名
川
）

第
３
位　

親
和
ク
ラ
ブ（
桑
名
川
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】　

生
涯
学
習
だ
よ
り
５
月
号
の

27
ペ
ー
ジ
「
飯
山
市
公
民
館
サ

ー
ク
ル
紹
介
」
の
コ
ー
ナ
ー
に

お
い
て
、
サ
ー
ク
ル
名
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

お
詫
び
と
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
サ

ー
ク
ル
は
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
コ
ー
ロ
・
カ
メ
リ
ア
」
で
す
。

現
在
、
会
員
募
集
中
で
す
の

で
、
気
に
な
る
方
は
飯
山
市
公

民
館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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　日本を代表する食であるおにぎりは、
いつ頃から食べられるようになったの
だろうか。文獻や、考古学の観点から
おにぎりの歴史にせまる。
　横浜市歴史博物館が、2014年に開
催した企画展「大おにぎり展」の展示
内容をもとに書籍化したもので、読ん
でも見ても楽しめる１冊です。

お
に
ぎ
り
の
文
化
史　

横
浜
市
歴
史
博
物
館　

監
修

◇ 図書館カレンダー ◇
7/1 月 休館日
2 火
3 水 移動図書館車③温井 ･秋津
4 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
5 金 移動図書館車④太田 ･富倉
6 土
7 日 10:30 ～おはなしひろば
8 月 休館日
9 火
10 水 移動図書館車①北原 ･常盤
11 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
12 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
13 土
14 日 10:30 ～ブックスタート
15 月
16 火 休館日（祝日振替）
17 水 移動図書館車③温井 ･秋津
18 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
19 金 移動図書館車④太田 ･富倉
20 土
21 日 10:30 ～おはなしひろば
22 月 休館日
23 火
24 水 移動図書館車①北原 ･常盤
25 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
26 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
27 土
28 日 10:30 ～おはなしひろば
29 月 休館日
30 火
31 水 移動図書館車③温井 ･秋津

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本
らいぶらりブックレビュー

◇ 図書館カレンダー ◇

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

河 出 書 房 新 社

趣　
味
・
実　
用

メ
モ
の
魔
力

前

田

裕

二

で
き
る
大
人
の
手
習
い
帖 

ス
マ
ホ
知
り
た
い
こ
と
１
０
０
選

エ
デ
ィ
ポ
ッ
ク

長
生
き
に
こ
だ
わ
ら
な
い

矢

作

直

樹

医
者
が
教
え
る
非
ま
じ
め
老
後
の
す
す
め

大

塚

宣

夫

る
ル
ポ
私
た
ち
が
生
き
た
平
成

共
同
通
信
社

皇
室

（
公
財
）日
本
文
化
興
隆
財
団

る
る
ぶ
和
歌
山
白
浜
高
野
山
熊
野
古
道

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

な
ぜ
歯
科
の
治
療
は
1
回
で
終
わ
ら
な
い
の
か
？

聞
く
に
聞
け
な
い
歯
科
医
の
疑
問
40

宮
本 
礼
子

Ｊ 

Ａ
Ｌ
健
康
管
理
部
本
気
の
！
ラ
ジ
オ
体
操
講
座

日
本
航
空
株
式
会
社

Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ 

北
へ

ス
コ
ッ
ト 

ジ
ュ
レ
ク

一
時
違
い
の
語
彙
力

山

口

謠

司

韓
国
語

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

よ　
み　
も　
の

失
わ
れ
た
美
風

藤

原

正

彦

こ
の
橋
を
わ
た
っ
て

新

井

素

子

彼
女
た
ち
の
場
合
は

江

國

香

織

百
花

川

村

元

気

金
剛
の
塔

木

下

昌

輝

魔
法
を
召
し
上
が
れ

瀬

名

秀

明

め
ぐ
り
逢
い
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

谷　

瑞

恵

悪
の
五
輪

月

村

了

衛

白
昼
夢
の
森
の
少
女

恒
川 

光
太
郎

い
て
ん
島
の
記

仁

木

英

之

文　
　
　
庫

謁
見

佐

伯

泰

英

交
易

佐

伯

泰

英

愛
は
味
噌
汁

山
口 

恵
以
子

大　
活　
字

認
知
症
「
不
可
解
な
行
動
」
に
は
理
由
（
ワ
ケ
）
が
あ
る

佐

藤

眞

一

そ
の
薬
が
あ
な
た
を
殺
す
！

小
谷 

寿
美
子

俳
句
歳
時
記

角

川

書

店

水
の
白
城 

１・２・３

風
野 

真
知
雄

暁
の
旅
人 

上
・
下

吉

村　

昭

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

。
柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表
（令和元年 7月～ 9 月）

１コース 水曜日
北原・常盤方面

２コース 金曜日
今井・西大滝方面

３コース 水曜日
温井・秋津方面

４コース 金曜日
太田・富倉方面

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
巡
回
時
間

北原コミニティーセンター
10:00 ～ 10:20

今井生活改善センター
10:00 ～ 10:20

温井多目的交流センター
10:00 ～ 10:20

外様地区活性化センター
10:00 ～ 10:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸隠農業生活改善センター
10:30 ～ 10:50

老人ホーム千曲荘
10:25 ～ 10:45

蕨野 ふるさと館
10:30 ～ 10:50

柳沢公会堂
10:30 ～ 10:50

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
下水沢公民館
10:55 ～ 11:15

大深みつわや前 (旧 JA倉庫 )
10:50 ～ 11:10

スキー場五荷駐車場
10:55 ～ 11:15

小泉集落センター
11:00 ～ 11:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
小沼倉科商店前
11:20 ～ 11:40

戸狩コミニティーセンター
11:15 ～ 11:35

顔戸公会堂
11:25 ～ 11:45

Aコープみゆき店
11:30 ～ 11:50

⬇ ⬇ ⬇ ⬇

ふっくら工房ふるさと前
13:30 ～ 13:50

西大滝農村研修集会施設
14:20 ～ 14:40

中山根集落センター
13:45 ～ 14:05

富倉地区活性化センター
14:00 ～ 14:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
坂井多目的集会所
13:55 ～ 14:15

藤沢多目的集会所
14:45 ～ 15:05

上組集落センター
14:15 ～ 14:35

藤ノ木活性化支援センター
14:40 ～ 15:00

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸那子構造改善センター
14:25 ～ 14:45

桑名川 馬場集会所
15:10 ～ 15:30

深沢農業生活改善センター
14:45 ～ 15:05

笹川公民館
15:10 ～ 15:30

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
福島生活改善センター
14:55 ～ 15:15

桑名川 和水研修集会所
15:35 ～ 15:55

新田公会堂
15:10 ～ 15:30

南条農業生活改善センター
15:35 ～ 15:55

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
神戸公民館

15:25 ～ 15:45
岡山地区活性化センター
16:00 ～ 16:20

秋津中央区集会所
15:40 ～ 15:55

小佐原農業生活改善センター
16:00 ～ 16:20

⬇ ⬇ ⬇
関沢農業生活改善センター
15:55 ～ 16:15

大久保地域交流センター
16:00 ～ 16:20

曙町 水上団地集会所
16:30 ～ 16:50

⬇ ⬇
常盤小学校

16:25 ～ 16:45
中町地域交流センター
16:25 ～ 16:45

巡
回
日

7 月 10日、24日
8月 07日、21日
9月 04日、18日

7月 12日、26日
8月   9 日、23日
9月 06日、20日

7月03日、17日、31日
8月14日、28日
9月 11日、25日

7月 05日、19日
8月02日、16日、30日
9月 13日、27日

※ 10月以降の巡回日程等は 9月号に掲載予定です。 　

移
動
図
書
館
車
は
市
内
41
カ

所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
４
コ
ー
ス

に
分
け
て
巡
回
し
て
い
ま
す
。
図

書
館
利
用
と
同
様
に
、
読
み
た
い

本
の
予
約
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は

図
書
館
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

5
月
28
日
㈫
か
ら
6
月
6
日

㈭
ま
で
の
10
日
間
、
図
書
館
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
作
業
で
あ
る

蔵
書
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
利

用
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
職
員
総
動

員
で
の
作
業
を
す
べ
て
終
え
、
６

月
7
日
㈮
か
ら
通
常
開
館
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た

だ
く
貴
重
な
財
産
で
あ
る
蔵
書

は
、
現
在
約
12
万
6
千
点
で
あ

り
、
そ
れ
ら
に
付
い
て
い
る
バ
ー

コ
ー
ド
を
１
つ
ず
つ
端
末
で
読
み
、

蔵
書
デ
ー
タ
と
照
合
す
る
と
い
う

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
所
在
不
明
や
、
本
来
と
違
う

書
棚
に
あ
る
本
な
ど
が
わ
か
る
た

め
、
本
の
捜
索
や
書
棚
整
理
も
あ

わ
せ
て
行
い
、
引
き
続
き
図
書
館

を
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

の
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
間
中
に
は
２
階
開
架

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
も
施
工
し

ま
し
た
。
読
み
た
い
本
を
探
す
、

資
料
を
閲
覧
す
る
な
ど
の
時
間

を
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
明
る
い
館

内
で
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽
に

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

貴
重
な
財
産
を
守
る
作
業

　
　
　

    

〜
蔵
書
点
検
が
終
了
し
ま
し
た
〜

移
動
図
書
館
車
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

携帯電話版

図書館カレンダー、図書館からのお知らせ、
ご利用状況、貸出・予約ランキングなどの
確認と、蔵書検索と資料の予約、新刊・新着
資料検索、パスワード変更などができます。

スマートフォン版

ミニビブリオバトル参加者募集
8月4日（日）　図書館夏まつり

【ミニビブリオバトル開催概要】
日時 8月 4日（日）13:00 ～
場所 図書館３階 多目的室
募集人数 10名程度
参加料　 無  料
申込方法 学校を通じて配付され

るチラシの申込用紙又
は電話にて図書館へ申
し込んでください。

申込締切 7月 12日（金）
問合せ先 市立飯山図書館　
※申し込みをされた方には、後日詳
細の連絡通知をお送りします。

　図書館では、８月４日（日）の「図
書館夏まつり」で実施する小・中学生
限定「ミニビブリオバトル」の参加者（ビ
ブリオバトラー）を募集します。
　ビブリオバトルとは、おもしろいと
思う本の魅力を発表し合い、それを聴
いていた聴衆の「この本を読みたい」
と思った投票数でチャンプ本を決める
というもので、知的書評合戦とも呼ば
れます。正規のビブリオバトルの発表
時間は５分間ですが、ミニビブリオバ
トルは３分間で行う子ども向けのビブ
リオバトルです。初めての方でも奮っ
てご参加ください。

　

図
書
館
夏
ま
つ
り
で
は
、

ミ
ニ
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

ほ
か
、「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を

用
意
し
て
、
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
7
月
の
図
書

館
ニ
ュ
ー
ス
に
て
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

昨年10月開催のミニビブリオバトルの様子

市立飯山図書館QRコード

3031  生涯学習だより / 19.6


